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天然藍。染色孝動およz/来色性に関す石研究（第A-報）
－を成ﾉ1ソジゴ。染色中ロおけるpH ヒ酸化還刄電位の季動一
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　目的　これまで藍｡染力に関する研究臼予うりめ、まずビーカー中で･、で･きるrl Iすむらの

少いヽ状豚で･. 蹟色ヵヽら濃色までヽI回染めで染色しうる条件t求めμ。次に必の存存ずる

条件でμ、インジゴ→リューコの反応のほカリューコ→ｊンジゴ｡∧/ぬSi (?*<n分解苓、種

々の反か以東色糸中に起り、染色。錫知牛の効果色明確に把握できないこ口･りっめバ乙。
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　結果　＆の存聶-^ る時μ、肋心i 0*-
．副席応によリりぬ了∂i

I生じ- p巾z ;;拉oヽら9位

まで漸減しrこ。循/ぐアリング時で･Na乙H が少ない時μ、ﾉ1ンジユ゛蓮池の主･反かにi. ･] moH

が嫡費され八/ぬS山t生じ, ぬ。S∂。pH にまで漸減レμ。ま仁Na心zO*のＥんμ銀・塩化

銀電極基キでｰｸ00 ～一即ク－Y、Nax S必のE k (I －/卯･。V付逸でゐ、た。必存在下てツン

ジゴのある場合、ｊンジゴとソ3. ―コで形μされる£ kll－ boo ～－7弱八V ^ なり, ＆に

よリリューコ-*インジゴの反穴（

のEk とTj:、Tz。これに比して硲バブリンケを行^ 兵場合μ、リューコ･り生成によるE ん

の初期の低下以外、時間経過に件うEkの大さな気化uμく、これらμ/Va，Sz(3*≪ヽ^･|り反応ヽ

ドよク消費されず、リューコ-^インジゴの反穴^ほとんどμこらなヽ､予めt-芦ヽわれる-


